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論　文　の　内　容　の　要　旨
　980 年代中期から中国における農村労働力の流出が続いている。中国社会科学院と労働研究所の流動人



















幅な労働移動が見られる安徽省の労働移動について実証分析を行った。985-990 年と 995-2000 年の中国
人口センサス・データなどを用い，被説明変数である労働移動を農村部の労働移動と都市部の労働移動とに
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分けて，農村・都市間労働移動関数と都市・都市間労働移動関数を重力－就業モデル（gravity-based and 
employment-based approaches）により推定した。その推定結果から，985-990 年の期間においては，農村・
都市間労働移動関数と都市・都市間労働移動関数とも，地域間の距離が重要な要因であること，995-2000
年の期間では，両関数とも，地域間の距離とともに，流入先の  人当たりの所得と労働移動者の教育水準が
重要な要因であることを明らかにした。
　第 5 章では，人口密度が高く，農村人口率も高い安徽省阜陽市の農村を分析対象とし，農村労働者の就業
状況について詳しい調査を行い，このミクロ調査データを用いて，ロジット・モデルにより農村労働者の就
業決定要因を分析した。その推定結果から，農村から都市への出稼ぎ労働は，労働者の年齢，性別，熟練技
術，および社会的ネットワーク要因によって規定されていることが実証された。最終章では，本論文の主要
な結論を要約するとともに，今後の課題を述べた。
　以上を要約すると，本論文は，改革開放政策が行われた後の中国おける農村労働者の農外就業（大部分は
出稼ぎ労働者）の決定要因として，（）地域マクロデータを用いた重力－就業モデル分析では，地域間の距離，
流入先の  人当たりの所得，および農村労働者の教育水準が重要であり，（2）安徽省阜陽市の農村を分析対
象としたミクロデータを用いたロジット・モデル分析では，労働者の年齢，性別，熟練技術の有無，および
社会的ネットワークの有無が重要であることを明らかにした論文である。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，中国における農村労働者の農外就業（大部分は出稼ぎ労働者）の決定要因を農村のパネルデー
タを用いて分析した極めて水準の高い論文である。特に，ミクロ調査データを用いたロジット・モデル分析
の推定結果から，労働者の年齢，性別，熟練技術の有無，および社会的ネットワークの有無という社会経済
的要因が重要であることを明らかにしたことは当該分野にとっては重要な貢献であるといえる。
　本論文の理論性，そして実証分析の方法論に関して学術的意義は大きい。申請者の本論文に対する研究構
想力，目的を達成するための仮説の設定，実証モデルとモデルの分析結果，および研究成果のオリジナリティ
は博士の学位を与えるに相応しい高い学術水準に達している。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
